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はじめに

ニホンザルの今・昔・未来ー研究調査報告書によせて一

日本という人口過密地でのニホンザルの広域分布は、世界に例を見ない。それだけ

に、ニホンザル研究は霊長類学にあって極めて大きな特色を持つことになり、各方面

からの注目を集める。

近年、サルの仲間の生態研究はサル主体に進められ、研究者自身がサル社会に深く

踏み込む現地調査型で成功を収めてきたことが高く評価されよう。わが国では、加え

てヒト生活との接触が重要課題として浮上してきており、獣害の実態やそれに伴うサ

ル集団のあり方が解明されることは、サル学にとって新しい局面・分野を招くもので

あると考える。

今後は、その結果を踏まえ、ヒトとヒト社会側からのサル生活圏へのインペイジョ

ン、という逆の視点での解析も欠かせない。ヒトと野生動物との関係は、「有害動物」、

「獣害」、 fj駆除」、といった一方的な評価姿勢のみで終始することは許されない。サル

社会の動きに反映されるヒトとサルとの重複圏のダイナミズム解明に向けて、本研究

がさらに大きく前進することを心から期待するものである。

神奈川県立生命の星・地球博物館

館長演田隆士
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